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マンデラ氏の肖像 南ア、生誕 100 年で記念紙幣 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンデラ氏は１９１８年７月１８日生まれ。 

約２７年にわたる獄中生活を乗り越え、 

アパルトヘイト（人種隔離）政策を廃止に 

追い込んだ。 

 

 

国民的な人気を誇る故マンデラ元大統領の生誕 100年を 

記念して、肖像画やゆかりの地をあしらった新しい紙幣 

と硬貨の発行を始めた。１０～２００ランドの５種類の 

紙幣の表に肖像画を、裏にライオンやゾウなどの動物を 

描いてきた。         【7月 15日朝日新聞Ｄ】 

 

 アフリカ大陸の最南端に位置する南アフリカ共和国には、日本とは違って、様々な部族の人たち、 

見た目の違う人たちが暮らしています。昔は、肌の色で住む場所や通う学校、仕事などが決められ、 

自ら選択する自由を取り上げられていたのです。このアパルトヘイト政策は欧州からきた白人が 

南アフリカに元々住んでいた部族や移民たちを支配するために国が 1948年に決めました。  

 

マンデラ氏は、『人種に関係なく同じ人間なのだから同じ権利であるべきだ』とアパルトヘイト 
政策を止めるよう政府に立ち向かいました。仲間たちとともに、隠れながらアパルトヘイトを 
終わらせるための勉強会や集会を開き、差別で苦しむたくさんの人たちを勇気づけました。 
デモ行進をしたり、ときには武力で。1960年に黒人居住地で黒人が警察署を取り囲み約 500名の 
犠牲者が出たため、マンデラ氏は逮捕され裁判で終身刑を言い渡されました。その刑務所でも、 
白人の看守から人として扱ってもらえませんでした。  
 

成功するために大切なのは、どこから始めるのかではなく、 

どれだけ高く目標を定めるかである。 

大きな山に登ってみると、人はただ、さらに登るべき 

たくさんの山があることを見出す。 

 
我々が自らの内にある光を輝かせるとき、 

無意識のうちに他の人々を輝かせることが出来るのだ。 

 

生まれたときから、肌の色や育ち、宗教で 

他人を憎む人などいない。人は憎むことを学ぶのだ。 

もし憎しみを学べるのなら、愛を教えることもできる。 

愛は、憎しみに比べ、より自然に人間の心にとどく。 

“If they can learn to hate, they can be taught to love, for love comes  
more naturally to the human heart than its opposite.”  Nelson Mandela 

TThhee  bbeesstt  rreellaattiioonnsshhiipp 
～～最最高高のの仲仲間間たたちち～～ 

1994 年： 

南アフリカ初の黒人大統領、

ネルソン・マンデラ誕生！ 

 

南アフリカのプレトリアで開かれた式典で、 

新紙幣・硬貨を紹介するネネ財務相＝１３日 

 

1993 年： 

南アフリカ最後のアパルトヘイト大統領・クラーク氏

とマンデラ氏が、ノーベル平和賞を受賞。 

 


